
　

【表紙】  
【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成27年11月６日

【四半期会計期間】 第48期第２四半期(自 平成27年７月１日 至 平成27年９月30日)

【会社名】 丸紅建材リース株式会社

【英訳名】 Marubeni Construction Material Lease Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　清　水　敎　博　

【本店の所在の場所】 東京都港区芝公園２丁目４番１号

【電話番号】 (03)5404－8200(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役財経部長　　猪　田　　忠

【最寄りの連絡場所】 東京都港区芝公園２丁目４番１号

【電話番号】 (03)5404－8200(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役財経部長　　猪　田　　忠

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

丸紅建材リース株式会社　　北関東支店

(埼玉県さいたま市浦和区高砂２丁目10番３号

イチカワビルＶ内)

丸紅建材リース株式会社　　千葉支店

(千葉県市原市八幡海岸通11番地１)

丸紅建材リース株式会社　　横浜支店

(神奈川県横浜市中区住吉町１丁目12番地５

横浜エクセレントⅩⅥビル内)

丸紅建材リース株式会社　　札幌支店

(北海道札幌市中央区南１条西６丁目15番１

札幌あおばビル内)

丸紅建材リース株式会社　　東北支店

(宮城県仙台市若林区清水小路６番地の１

東日本不動産仙台ファーストビル内)

丸紅建材リース株式会社　　名古屋支店

(愛知県名古屋市中区栄２丁目２番12号ＮＵＰ伏見ビル内)

丸紅建材リース株式会社　　大阪支店

(大阪府大阪市西区靭本町１丁目８番２号

コットンニッセイビル内)

丸紅建材リース株式会社　　九州支店

(福岡県福岡市中央区清川１丁目９番19号渡辺通南ビル内)

 
（注）上記の丸紅建材リース株式会社札幌支店、東北支店及び九州支店は金融商品

取引法の規定による縦覧に供する場所ではありませんが、投資家の便宜を考

慮し、縦覧に供する場所としております。
 

 

EDINET提出書類

丸紅建材リース株式会社(E04777)

四半期報告書

 1/18



第一部 【企業情報】
　

第１ 【企業の概況】
　

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第47期
第２四半期
連結累計期間

第48期
第２四半期
連結累計期間

第47期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (百万円) 9,300 9,473 19,498

経常利益 (百万円) 704 586 1,167

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 509 479 837

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 569 473 1,175

純資産額 (百万円) 9,623 10,502 10,229

総資産額 (百万円) 30,474 30,351 31,308

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 15.28 14.39 25.12

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 31.6 34.6 32.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △137 667 3

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △56 △169 △82

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 59 △477 △92

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,281 1,264 1,244
 

　

回次
第47期

第２四半期
連結会計期間

第48期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 5.47 3.45
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期(当期)純利益」を「親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益」としております。
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したものであり

ます。

 

（１）業績の状況

当第2四半期における我が国経済は、中国をはじめとする新興国経済の減速による輸出の伸び悩みや、個人消費

のもたつきにより、景気回復に足踏みの動きが見られ、世界的な商品市況や株価の下落により、先行きが見通し

にくい状況となっています。

当社グループが属する建設業界は、前年度に引き続き首都圏の大型プロジェクトや東北地方の震災復興関連事

業を中心に堅調に推移したものの、新規工事案件の発注遅れや停滞が目立つようになり、当社の業績にも影響が

出始めています。

このような環境のなか、当連結会計年度は中期経営計画の最終年度となりますが、「賃貸重視の営業力強化」

をはじめとする重点施策に取り組み、安定的な収益確保に努めました。国内では、鋼材の販売は減少しました

が、賃貸稼働量、賃貸単価ともに前期比較で改善傾向が続いています。海外では、タイ国が政情不安からの経済

回復が遅れており、タイ丸建株式会社の業績に影響が出ています。

以上の結果、当社グループの当第2四半期連結累計期間における業績は、売上高94億73百万円（前年同期比1億

73百万円、1.9％増）、営業利益3億95百万円（同98百万円、19.9％減）、経常利益5億86百万円（同1億17百万

円、16.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益4億79百万円（同29百万円、5.8％減）となりました。

 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①重仮設事業

首都圏や東北地方を中心に賃貸稼働量が増加したため、売上高は73億61百万円（前年同期比83百万円、1.1％

増）となりましたが、売却案件の利益が減少したため、セグメント利益は6億54百万円（同1億36百万円、

17.3％減）となりました。

②重仮設工事事業

売上高は一部工事案件の遅延・着工遅れにより12億62百万円（同41百万円、3.2％減）となりましたが、セグ

メント利益は利益率の高い工事案件が進捗したため48百万円（同21百万円、80.9％増）となりました。

③土木・上下水道施設工事等事業

官庁・民間工事ともに堅調に推移したため、売上高は8億51百万円（同1億29百万円、17.9％増）、セグメン

ト利益は36百万円（同14百万円、62.9％増）となりました。

 

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（２）財政状態の分析

当第2四半期連結会計期間末の資産合計は、建設機材の減少5億85百万円や受取手形及び売掛金の減少3億51百万

円などにより、前期末比9億57百万円減の303億51百万円となりました。

負債合計は、支払手形及び買掛金の減少6億42百万円や借入金の減少2億45百万円などにより、前期末比12億30

百万円減の198億48百万円となりました。

純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純利益4億79百万円の計上による増加と配当金2億円の支払による

減少により、差引前期末比2億73百万円増の105億2百万円となり、自己資本比率は1.9ポイント増の34.6％となり

ました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により獲得した資金は、6億67百万円（前年同四半期は1億37百万円の資金の使用）となりました。

これは、たな卸資産の減少6億46百万円や税金等調整前四半期純利益5億86百万円などによる資金の増加額が、

仕入債務の減少6億42百万円などによる資金の減少額を上回ったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は、1億69百万円（前年同四半期比1億13百万円増）となりました。これは、工

場設備更新投資等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は、4億77百万円（前年同四半期は59百万円の資金の獲得）となりました。これ

は主に、長期借入金の返済によるものであります。

以上の結果、当第2四半期末の現金及び現金同等物は、前期末比19百万円増の12億64百万円となりました。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月６日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 34,294,400 34,294,400
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株であります。

計 34,294,400 34,294,400 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成27年９月30日 ― 34,294,400 ― 2,651 ― 662
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(6) 【大株主の状況】

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

丸紅株式会社 東京都千代田区大手町１丁目４－２ 11,676 34.04

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－１１ 2,860 8.33

明治安田生命保険相互会社
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社)

東京都千代田区丸の内２丁目１－１
(東京都中央区晴海1丁目8-12)

1,102 3.21

丸紅建材リース取引先持株会 東京都港区芝公園２丁目４－１ 949 2.76

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２－１ 893 2.60

みずほ信託銀行株式会社
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社)

東京都中央区八重洲１丁目２－１
(東京都中央区晴海1丁目8-12)

748 2.18

株式会社常陽銀行
（常任代理人　日本マスタート
ラスト信託銀行株式会社)

茨城県水戸市南町２丁目５－５
(東京都港区浜松町2丁目11-3)

748 2.18

株式会社みずほ銀行
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社)

東京都千代田区大手町１丁目５－５
(東京都中央区晴海1丁目8-12)

652 1.90

ＪＦＥスチール株式会社 東京都千代田区内幸町２丁目２－３ 468 1.36

新日鐵住金株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目６－１ 384 1.12

計 ― 20,483 59.72
 

(注) １　上記のほか、当社所有の自己株式954千株(2.78％)があります。

２　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社      2,860千株
 

３ 大和証券投資信託委託株式会社から、平成27年９月４日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変

更報告書において、平成27年８月31日現在、以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社と

して当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができないため、上記の「大株主の状況」

では考慮せず、株主名簿により記載しております。

なお、大量保有報告書の変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

大和証券投資信託委託株
式会社

東京都千代田区丸の内１丁目９－１ 2,619 7.64
 

４ 株式会社みずほ銀行から、みずほ信託銀行株式会社及びみずほ投信投資顧問株式会社を共同保有者として平

成26年９月５日付で提出された大量保有報告書により、平成26年８月29日現在、以下の株式を所有している

旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認がで

きないため、上記の「大株主の状況」では考慮せず、株主名簿により記載しております。

なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５－５ 652 1.90

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１丁目２－１ 1,026 2.99

みずほ投信投資顧問株式
会社

東京都港区三田３丁目５－２７ 166 0.48
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　　954,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 33,151,000 33,151 ―

単元未満株式 普通株式　　189,400 ― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 34,294,400 ― ―

総株主の議決権 ― 33,151 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が859株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
　丸紅建材リース株式会社

東京都港区芝公園２－４－１ 954,000 ― 954,000 2.78

計 ― 954,000 ― 954,000 2.78
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,244 1,264

  受取手形及び売掛金 7,620 7,268

  建設機材 9,831 9,246

  商品 65 59

  材料貯蔵品 299 297

  未成工事支出金 162 108

  その他 399 257

  貸倒引当金 △79 △29

  流動資産合計 19,546 18,472

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 8,042 8,042

   その他（純額） 1,118 1,142

   有形固定資産合計 9,161 9,184

  無形固定資産 12 11

  投資その他の資産   

   その他 2,659 2,750

   貸倒引当金 △70 △68

   投資その他の資産合計 2,589 2,682

  固定資産合計 11,762 11,878

 資産合計 31,308 30,351
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,455 5,813

  短期借入金 6,755 7,120

  未払法人税等 69 140

  引当金 34 33

  その他 1,943 1,599

  流動負債合計 15,258 14,706

 固定負債   

  長期借入金 4,510 3,900

  退職給付に係る負債 138 97

  その他 1,172 1,144

  固定負債合計 5,821 5,141

 負債合計 21,079 19,848

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,651 2,651

  資本剰余金 924 924

  利益剰余金 4,574 4,854

  自己株式 △134 △134

  株主資本合計 8,016 8,296

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 237 247

  土地再評価差額金 1,922 1,924

  為替換算調整勘定 12 0

  退職給付に係る調整累計額 39 33

  その他の包括利益累計額合計 2,212 2,206

 純資産合計 10,229 10,502

負債純資産合計 31,308 30,351
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 9,300 9,473

売上原価 7,773 8,039

売上総利益 1,526 1,434

販売費及び一般管理費   

 報酬及び給料手当 556 575

 福利厚生費 101 108

 地代家賃 86 84

 退職給付費用 35 13

 その他 252 255

 販売費及び一般管理費合計 1,032 1,038

営業利益 494 395

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 7 14

 持分法による投資利益 157 142

 貸倒引当金戻入額 60 51

 その他 31 26

 営業外収益合計 256 235

営業外費用   

 支払利息 38 35

 その他 7 8

 営業外費用合計 46 44

経常利益 704 586

税金等調整前四半期純利益 704 586

法人税、住民税及び事業税 52 116

法人税等調整額 142 △9

法人税等合計 194 107

四半期純利益 509 479

親会社株主に帰属する四半期純利益 509 479
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 509 479

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 67 9

 土地再評価差額金 - 2

 退職給付に係る調整額 15 0

 持分法適用会社に対する持分相当額 △22 △18

 その他の包括利益合計 60 △6

四半期包括利益 569 473

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 569 473
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 704 586

 減価償却費 87 93

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △19 △40

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △61 △51

 受取利息及び受取配当金 △7 △14

 支払利息 38 35

 持分法による投資損益（△は益） △157 △142

 売上債権の増減額（△は増加） 399 351

 たな卸資産の増減額（△は増加） △220 646

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 28 135

 その他の固定資産の増減額（△は増加） 11 22

 仕入債務の増減額（△は減少） △979 △642

 未払消費税等の増減額（△は減少） 55 △17

 引当金の増減額（△は減少） 1 △0

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △27 △300

 その他 △3 5

 小計 △150 668

 利息及び配当金の受取額 82 84

 利息の支払額 △40 △36

 法人税等の支払額 △29 △48

 営業活動によるキャッシュ・フロー △137 667

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △0 △49

 投資有価証券の売却による収入 0 -

 有形固定資産の取得による支出 △50 △116

 有形固定資産の売却による収入 0 0

 有形固定資産の除却による支出 △2 △2

 その他 △4 △1

 投資活動によるキャッシュ・フロー △56 △169

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 40 200

 長期借入れによる収入 1,340 300

 長期借入金の返済による支出 △1,156 △745

 リース債務の返済による支出 △30 △33

 配当金の支払額 △132 △199

 その他 △0 △0

 財務活動によるキャッシュ・フロー 59 △477

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △134 19

現金及び現金同等物の期首残高 1,416 1,244

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  1,281 ※1  1,264
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【注記事項】

(会計方針の変更)

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当

該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表

及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

　　　保証債務

連結会社以外の会社等の金融機関からの借入に対し、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

当社従業員(住宅資金) 32百万円 26百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

 現金及び預金勘定と一致しております。 現金及び預金勘定と一致しております。
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日
定時株主総会

普通株式 133 4.0 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 200 6.0 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２重仮設 重仮設工事

土木・上下水
道施設工事等

計

売上高       

  外部顧客への売上高 7,274 1,303 721 9,300 ― 9,300

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

3 ― ― 3 △3 ―

計 7,277 1,303 721 9,303 △3 9,300

セグメント利益 791 26 22 840 △346 494
 

(注) １　セグメント利益の調整額△346百万円は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係る費用であり

ます。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２重仮設 重仮設工事

土木・上下水
道施設工事等

計

売上高       

  外部顧客への売上高 7,360 1,262 850 9,473 ― 9,473

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

0 ― 0 0 △0 ―

計 7,361 1,262 851 9,474 △0 9,473

セグメント利益 654 48 36 739 △343 395
 

(注) １　セグメント利益の調整額△343百万円は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係る費用であり

ます。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 15円28銭 14円39銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額
(百万円)

509 479

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半
期純利益金額(百万円)

509 479

    普通株式の期中平均株式数(株) 33,343,169 33,340,096
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月６日

丸紅建材リース株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   小   野   純   司   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   福   島   　力　　   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸紅建材リース

株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日か

ら平成27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸紅建材リース株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２ 　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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